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　神津島南西沖で 1988 年 12 月 28 日から群発地震活動が始まり，有感を含む多数の地震が発
生した。活動は 1989 年 1 月 22 日まで続いてほぼ終息。第 1 図に①震央分布と② M － T 図を
示す。なお，②に示した地震は，①の長方形（実線）内の地震についてのものであり，f は有
感である。今回の活動は，3 ～ 4 日間群発が続いた後，活動の休止がみられるという特徴的な
パターンを示した。この期間における震源決定地震数は 131 個，最大地震は M4.7（1 月 2 日
19 時 45 分・1 月 9 日 12 時 15 分）である。また，有感となった地震は 8 個，震度の最大は 2（5
回），この詳細は末尾に有感地震表として示した。
　第 2 図に主な地震（M4.5 以上）のメカニズム解を示す。これらはいずれも南北圧縮の横ず
れだが，若干の正断層成分が含まれている。
　第 3 図には，1926 年 1 月 1 日以降のこの周辺域における主な地震活動の分布（M4.5 以上）
を示す。①は震央分布，②は M － T 図である。②は，①に示した分布のうち，地震の発生割
合の高い領域を 3 つのブロックに大別して，その活動状況を対比させたものである。ブロック
1 と 2 では，比較的良い対応関係が示されている部分があり，特に 1970 年代に入ってからの
サイスミシティ低下という点では，かなり共通的である。ブロック 3 は，ブロック 1 及び 2 に
対して，何らかの対応関係があるとはみられない。
　今回の地震活動は，ブロック 1 の海域におけるものであり，ここではこれまでに 3 個の被害
地震（D1 ～ D3）が発生している。この概要は注 2 に掲示した。なお，★（A と B）は今回の
群発地震の最大地震（M4.7）の位置を示したものである。
　注 1：1988 年 7 月 1 日からの資料は暫定。
　注 2：過去の被害地震（D1 ～ D3）の概要。
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第 1 表　神津島近海（南西沖）の地震の有感地震表（気象官署）
（1988 年 12 月 28 日～ 1989 年 1 月 22 日）

Table 1　List of earthquakes felt at weather station and their intensities (Dec. 28, 1988 - Jan. 22, 1989)
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第 1 図　神津島近海の地震活動（1988 年 12 月 27 日～ 1989 年 1 月 22 日）
　　　　①：震央分布，②：M － T 図

Fig. 1　Seismic activity off southwest coast of the Kozu Island (Dec. 27, 1988 - Jan. 22, 1989). 
① : Epicentral distribution,　②：M-T diagram.
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第 2 図　地震のメカニズム解（上半球投影）⃝：押し，⃝引き
　　　　①：1988 年 12 月 29 日・M4.6，②：1989 年 1 月 2 日・M4.7，③：1989 年 1 月 9 日・M4.7

Fig. 2　Focal mechanism solutions. (Projected on the upper hemisphere). 
⃝：up, 　⃝：down. 
①：Dec. 29, 1988 ・M4.6　②：Jan. 2, 1989・M4.7 
③：Jan. 9, 1989 ・M4.7
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第 3 図　神津島近海の地震活動（1926 年 1 月 1 日～ 1988 年 12 月 27 日：M4.5 以上）
　　　　①：震央分布，②：M － T 図

Fig. 3　Seismic activity off southwest coast of the Kozu Island (Jan. 1, 1926 - Dec. 27, 1988：M ≧ 4.5). 
① : Epicentral distribution, 　②：M-T diagram.
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